
近隣散策

名古屋城（愛知県名古屋市）

参考文献
参議院公式サイト　国会議事堂案内●URL　https://www.sangiin.go.jp/japanese/taiken/gijidou/1.html

千代田区観光協会　VISIT　CHIYODA●URL　https://visit-chiyoda.tokyo/app/spot/detail/503

■地下鉄　名城線 「市役所」 下車 7番出口より徒歩 5分
■車　名古屋高速1号楠線 「黒川」 出口から南へ8分
　　　名古屋高速都心環状線 「丸の内」 出口から北へ5分

 

表紙写真：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

写真１　国会議事堂

写真2　中央広間（提供：参議院事務局）

ま ごめじゅく

国会議事堂
　第1回目の帝国議会が開かれたのは、今から1世紀以上も前の明治23年（1890年）。当時は
木造の「仮議事堂」を使用していました。当初の建築計画では議事堂だけなく中央官庁も含め
た大規模なものでしたが、財政的にも期間的にも難しいと判断され、議事堂の本建築は中止に
なり、現在の千代田区霞ヶ関1丁目経済産業省の区画に仮議事堂が建築されました。日清戦
争時は、大本営が広島県広島市に設置されたことにより、第7回帝国議会（1894年開会）は

「広島臨時仮議事堂」で開催されました。
　現在の国会議事堂（写真1）は、大正9年（1920年）1月に着工し、延べ254万人、17年の歳月
をかけて昭和11年（1936年）11月に完成しました。構造は地上3階（中央部4階、中央塔9階）、
地下1階で、長さ206.36ｍ、奥行き88.63ｍ、中央塔の高さは65.45ｍ。意匠設計は一般公募さ
れ、118通の応募から当選した図案を参考に大蔵省臨時議院建築局が作成しました。建築当
時は日本一の高さを誇り、ほぼ全ての物に国産品が使われました。石材などは日本全国から
厳選して集められ、永田町の高台に美しい御影石で装われた議事堂が「白亜の殿堂」と賞賛
されました。同年12月24日に召集された第70回帝国議会から使用されています。
　正面に向かって右側が参議院、左側が衆議院。その中間に位置する中央広間（写真2）に
は、4つの台座があり、議会政治の基礎を築くのに功労のあった板垣退助、大隈重信、伊藤
博文の銅像が立っていますが、４つ目の台座には銅像がありません。これは、４人目を人選でき
ず将来に持ち越された、また、「政治に完成はない、未完の象徴」という意味もあるといわれてい
ます。
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青森ねぶた祭（青森県）

　青森ねぶた祭は、七夕祭りの灯籠流しの変形であろうといわれていますが、その起源は

定かではありません。

　奈良時代（710年～794年）に中国から渡来した「七夕祭」と、古来から津軽にあった習俗

と精霊送り、人形、虫送り等の行事が一体化して、紙と竹、ローソクが普及されると灯籠と

なり、それが変化して人形、扇ねぶたになったと考えられています。

　「ねぶた（ねぷた・ねふた）」という名称は、東北地方を始め、信越地方「ネンブリ流し」、

関東地方「ネブチ流し・ネボケ流し・ネムッタ流し」等の民俗語彙分布と方言学から「ねむ

りながし」の眠りが「ねぶた」に転訛したものと考えられています。

　昭和55年、国の重要無形民俗文化財に指定された“青森のねぶた”。

　日本の火祭り“青森ねぶた祭”は、毎年8月2日から7日まで、全国・世界各地から約270万

人の観光客を迎え、華やかに開催されます。 

出典： 
（公社）青森観光コンベンション協会「青森ねぶた祭オフィシャルサイト」（https://www.nebuta.jp）

青森市ホームページ「青森ねぶた祭」
https://www.city.aomori.aomori.jp/kanko/bunka-sports-kanko/kankou/aomori-nebutamatsuri/04.html

■表紙写真のご紹介：　青森県観光物産館 アスパム
「AOMORI」の「A」をイメージした正三角形の建物で、地上15階、高さが76mある青森の
情報基地です。Aomori（青森）、Sightseeing（観光）、Products（物産）、Mansion（館）
の、それぞれ頭文字をとった「ASPM」から「アスパム」と称しています。13階の展望台から
は青森市街はもちろん、津軽・下北半島や陸奥湾、八甲田の山々など青森の自然がぐるり
360°眺望できます。

（青森県観光情報サイト「アプティネット」より）

写真：ねぶたの家　ワ・ラッセ
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